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『
水
鏡
』
の
歴
代
名

│
『
扶
桑
略
記
』
唯
一
典
拠
説
を
め
ぐ
っ
て
（
4
）
│

勝　

倉　

壽　

一

一　

は
じ
め
に

『
水
鏡
』
は
鏡
物
の
一
つ
、
∧
歴
史
物
語
∨
で
あ
る
。
一
方
、
他
の
三
鏡
と
は
異

な
り
、
歴
代
天
皇
の
帝
紀
的
記
事
を
中
心
と
し
た
∧
年
代
記
∨
の
系
譜
に
連
な
る

作
品
で
あ
る
と
い
う
特
徴
も
存
在
す
る
。
従
来
『
水
鏡
』
は
『
扶
桑
略
記
』（
以
下
、

『
略
記
』
と
略
称
）
の
み
を
典
拠
と
し
、
和
文
脈
に
よ
る
翻
案
作
品
で
あ
る
と
す
る

評
価
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、『
水
鏡
』
を
年
代
記
の
系
譜
に
連
な
る
作
品
と
し
て
見
る
と
き
、
そ
の

記
載
内
容
の
う
ち
歴
代
の
天
皇
名
（
御
名
）
は
基
本
事
項
で
あ
る
。『
略
記
』
と
の

関
係
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
次
の
三
天
皇
の
御
名
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は

詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

一 

、
第
十
五
代
天
皇
に
つ
い
て
、『
略
記
』
は
そ
の
御
名
を
「
神
功
天
皇
」
と
記

し
て
い
る
が
、『
水
鏡
』
は
『
略
記
』
に
準
拠
せ
ず
、「
神
功
皇
后
」
と
記
し

て
い
る
こ
と
。

二 

、『
略
記
』『
水
鏡
』
と
も
に
「
飯
豊
天
皇
」
を
第
二
十
四
代
天
皇
と
し
て
歴

代
に
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
。『
皇
統
譜
』
に
よ
る
代
数
（
第
二
十
三
代
）
と

異
な
っ
て
い
る
こ
と
。

三 

、『
略
記
（
抄
）』
は
第
四
十
八
代
天
皇
と
し
て
そ
の
御
名
を
「
大
炊
天
皇
」

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
水
鏡
』
は
代
数
記
載
を
『
略
記
』
に
従
っ

て
い
る
も
の
の
、
そ
の
御
名
は
『
略
記
』
に
準
拠
せ
ず
「
廃
帝
」
と
記
し
て

い
る
こ
と
。

二　

神
功
皇
后

ま
ず
、『
略
記
』
の
「
神
功
天
皇
」
と
い
う
御
名
に
関
わ
っ
て
、『
略
記
』『
水
鏡
』

に
先
立
つ
文
献
・
史
料
の
御
名
記
載
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
古
事
記
（
以
下
、『
記
』）（
西
紀
七
一
二
年
撰
上
） 

息お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
み
こ
と

長
帯
比
売
命

・
常
陸
国
風
土
記
（
七
一
五
〜
一
八
年
の
成
立
） 

息お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
す
め
ら
み
こ
と

長
帯
比
売
天
皇

・
日
本
書
紀
（
以
下
、『
書
紀
』）（
七
二
〇
年
撰
上
）

　

 

気お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
み
こ
と

長
足
姫
尊
・
神
功
皇
后

・
先
代
旧
事
本
紀
（
以
下
、『
旧
事
紀
』）（
九
世
紀
中
頃
成
立
） 

神
功
皇
后

・
延
喜
式
諸
陵
寮
（
以
下
、『
諸
陵
式
』）（
九
二
七
年
成
立
） 

神
功
皇
后

・
宋
史
・
日
本
伝
（
以
下
、『
宋
史
』） 

神
功
天
皇

・
公
卿
補
任
（
九
九
五
年
以
前
の
成
立
） 

十
五
神
功
天
皇

・
新
唐
書
・
日
本
伝
（
以
下
、『
新
唐
書
』）（
一
〇
六
〇
年
成
立
） 

神
功
為
王

・
略
記
（
一
〇
九
四
〜
一
一
〇
六
年
の
成
立
） 

十（
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
じ
）

五
代
神
功
天
皇

・
簾
中
抄
（
一
一
七
七
〜
八
一
年
の
成
立
） 

神
功
皇
后

・
水
鏡
（
一
一
八
五
〜
九
五
年
の
成
立
） 

十
五
代
神
功
皇
后

ま
た
、
鎌
倉
か
ら
室
町
中
期
に
至
る
史
書
・
年
代
記
・
系
図
類
の
記
載
内
容
を

確
認
す
る
た
め
に
、
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
そ
の
内
容
を
分
類
す
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
る（
１
）。

・
十
五
（
代
） 
神
功
皇
后
…
日
本
紀
略
、歴
代
皇
紀
、愚
管
抄
、日
本
皇
帝
系
図
、

興
福
寺
略
年
代
記
、神
皇
正
統
記
、帝
王
編
年
記
、神
皇
正
統
録
、

東
寺
王
代
記
、
神
明
鏡
、
本
朝
皇
胤
紹
運
録
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・
神
功
皇
后
… 

…
皇
代
記
、釈
日
本
紀
、皇
胤
系
図
、仁
寿
鏡
、皇
年
代
私
記
（
皇

年
代
略
記
）、
皇
代
略
記

右
に
掲
げ
た
よ
う
に
、『
略
記
』
を
境
と
し
て
、
そ
れ
以
前
は
「
息
長
帯
比
売
命
」

「
息
長
帯
比
売
天
皇
」「
神
功
皇
后
」、
お
よ
び
「
神
功
天
皇
」
の
四
種
の
表
記
が
認

め
ら
れ
る
が
、『
簾
中
抄
』『
水
鏡
』
を
は
じ
め
、平
安
末
期
以
後
に
成
立
し
た
史
書
・

年
代
記
・
系
図
類
は
す
べ
て
「
神
功
皇
后
」
で
表
記
が
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

『
略
記
』
以
前
に
つ
い
て
見
る
と
、『
記
』
は
仲
哀
天
皇
記
に
神
の
託
宣
を
信
じ

な
か
っ
た
た
め
に
崩
じ
た
夫
の
仲
哀
天
皇
に
代
わ
っ
て
、
神
の
命
を
受
け
た
皇
后

「
息お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
み
こ
と

長
帯
比
売
命
」
が
新
羅
親
征
の
途
に
の
ぼ
っ
た
経
緯
が
記
さ
れ
る
が
、「
神
功

皇
后
」「
神
功
天
皇
」
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。

次
に
、
日
本
最
古
の
官
撰
正
史
で
あ
る
『
書
紀
』
は
「
気
お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
み
こ
と

長
足
姫
尊　

神
功

皇
后
」
と
し
て
、
独
立
し
た
紀
を
立
て
て
い
る
。
神
功
皇
后
は
夫
仲
哀
天
皇
崩
後

「
皇お

ほ
き
さ
き

太
后
」に
な
り
、六
十
九
年
に
わ
た
り「
摂
政
」と
し
て
統
治
し
た
と
あ
る
。『
記
』

に
摂
政
統
治
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
記
紀
と
同
時
期
に
成
立
し
た
風
土
記
に
つ
い
て
、
栗
田
寛
纂
訂
『
纂
訂

古
風
土
記
逸
文
』（
一
八
九
八
年
）
を
見
る
と
、

・
播
磨
国
風
土
記
…
…
息
長
帯
日
女
ノ
命

・
伊
予
国
風
土
記
…
…
息

オ
キ
ナ
ガ
タ
ラ
シ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト

長
帯
姫
命
、
息
長
足
日
女
ノ
命

・
筑
前
国
風
土
記
…
…
気オ

キ
ナ
ガ
タ
ラ
シ
ヒ
メ

長
足
姫
ノ
尊
（
三
例
）

・
豊
前
国
風
土
記
…
…
気
長
足
姫
尊

・
筑
紫
風
土
記
…
…
…
息
長
足
比
売
ノ
命

・
土
佐
国
風
土
記
…
…
神
功
皇
后

と
あ
り
、
記
紀
に
準
じ
た
記
載
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、『
常
陸
国
風
土
記
』「
茨
城
郡
」
の
条
に
は
、

茨
城
の
国
造
が
初
祖
、
多た

け
こ
ろ
の

祁
許
呂
命み
こ
と

は
息

お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
す
め
ら
み
こ
と

長
帯
比
売
天
皇
の
朝
に
仕
へ
て
、

品ほ
む
た
の
す
め
ら
み
こ
と

太
天
皇
（
注
、
応
神
天
皇
）
の
誕あ

れ
ま
し
し
時
に
至
る
ま
で
当
れ
り）

2
（

。

と
あ
り
、『
摂
津
国
風
土
記
』
逸
文
に
も
「
息
オ
キ
ナ
ガ
タ
ラ
シ
ビ
メ
ノ
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト

長
足
比
売
天
皇
」（
二
例
）
が
見
ら

れ
る
。

同
じ
く
、
天
平
三
年
（
七
三
一
）
成
立
、
延
暦
八
年
（
七
八
九
）
職
判
の
記
載

が
あ
る
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
に
は
、「
気
息
長
姫
皇
后
」
に
「
気
息
長
姫
天
皇
。

諱
神
功
。
天
皇
第
十
五
代
。」
と
い
う
割
注
が
見
ら
れ
る）

3
（

。
延
喜
六
年
（
七
八
七
）

閏
十
二
月
の
延
喜
講
書
の
折
の
竟
宴
和
歌
『
日
本
紀
竟
宴
和
歌
』
に
「
気
長
足
姫

天
皇
」
の
題
が
あ
り
、
地
の
文
に
「
こ
の
天
皇
新
羅
に
む
か
ひ
た
ま
ふ
と
き
に
。」

と
あ
る）

4
（

か
ら
、
八
世
紀
前
半
に
は
「
気
長
足
姫
尊
」
が
「
天

す
め
ら
み
こ
と

皇
」
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

神
功
皇
后
を
「
女
帝
」
と
記
し
た
事
例
に
つ
い
て
は
、
承
平
六
年
（
九
三
六
）

の
日
本
書
紀
講
筵
の
講
義
記
録
『
日
本
書
紀
私
記
』
に
、

天
照
大
神
者
。
始
祖
陰
神
也
。
神
功
皇
后
者
。
又
女
帝
也）

5
（

。

と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
講
筵
に
は
時
の
摂
政
太
政
大
臣
藤
原
仲
平
、
権

大
納
言
藤
原
師
輔
ら
が
参
加
し
た
と
い
わ
れ
る）

6
（

。

ま
た
、『
宋
史
』
に
よ
れ
ば
、
宋
の
太
宗
の
雍
煕
元
年
（
九
八
四
）
に
東
大
寺
の

僧
奝
然
が
宋
に
渡
り
、
日
本
の
『
職
員
令
』
と
『
王
年
代
紀
』
と
呼
ば
れ
る
年
代

記
を
献
じ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る）

7
（

。

雍
熙
元
年
日
本
国
僧
奝
然
与
其
徒
五
六
人
浮
海
而
至
献
銅
器
十
余
事
并
本
国

職
員
令
王
年
代
紀
各
一
巻
。

雍
煕
元
年
、
日
本
国
の
僧
奝ち
よ
う

然ね
ん

、
そ
の
徒
五
、六
人
と
海
に
浮
ん
で
至
り
、

銅
器
十
余
事
な
ら
び
に
本
国
の
『
職
員
令
』、『
王
年
代
紀
』
各
一
巻
を
献
ず
。

そ
の
「
日
本
伝
」
に
当
該
年
代
記
に
基
づ
く
歴
代
の
事
跡
の
記
述
が
あ
り
、
そ

の
中
に
、

神
功
天
皇
開
化
天
皇
之
曾
孫
女
又
謂
之
息
長
足
姫
天
皇

神
功
天
皇
、
開
化
天
皇
の
曾
孫
女
な
り
、
ま
た
こ
れ
を
息
長
足
姫
天
皇
と

い
う
。

と
あ
る
。
さ
ら
に
、
宋
の
欧
陽
脩
ら
が
仁
宗
の
詔
に
よ
り
嘉
祐
五
年
（
一
〇
六
〇
）

に
編
纂
し
た
唐
の
正
史
『
新
唐
書
』「
東
夷
」
伝
の
「
日
本
」
の
項
は
奝
然
の
持
参

し
た
『
王
年
代
紀
』
を
典
拠
と
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、
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神
武
立
、
更
以
「
天
皇
」
為
号
、（
略
）
仲
哀
死
、
以
開
化
曾
孫
女
神
功
為

王）
8
（

。

と
あ
り
、
神
功
皇
后
は
「
天
皇
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、

奝
然
の
持
参
し
た
年
代
記
に
は
「
神
功
天
皇
」「
息
長
足
姫
天
皇
」
と
記
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

管
見
で
は
「
神
功
天
皇
」
の
用
例
は
前
掲
の
『
宋
史
』
と
、
平
安
中
期
に
廷
臣

間
で
用
い
ら
れ
て
い
た
『
公
卿
補
任）

9
（

』
に
「
神
功
天
皇
」
と
あ
る
こ
と
に
と
ど
ま

る
が
、奈
良
・
平
安
期
を
通
じ
て
「
神
功
皇
后
」
は
知
識
層
の
人
々
に
「
天
皇
」「
女

帝
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、「
神
功
天
皇
」
と
い
う
表
記
も
特
別
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
歴
代
皇
紀
』（
原
態
は
一
二
二
〇
年
以
前
）
は
「
十
五

神
功
皇
后
」
と
い
う
記
載
に
「
天
皇
カ
」
と
ル
ビ
を
付
し
て
お
り
、
鎌
倉
初
期
に

至
る
ま
で
「
神
功
天
皇
」
の
呼
び
名
は
残
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

文
芸
書
に
目
を
転
じ
て
見
る
と
、『
略
記
』
に
先
立
っ
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ

る
『
狭
衣
物
語）

10
（

』
巻
四
に
、

襁
褓
に
く
ゝ
ま
れ
給
へ
る
、
女
帝
に
ゆ
づ
り
置
き
、（
以
下
略
）

ま
だ
お
む
つ
に
く
る
ま
れ
な
さ
る
幼
い
お
方
（
応
神
天
皇
）
を
、女
帝
（
神

功
皇
后
）
の
お
世
話
を
お
任
せ
申
し
て
置
き）

11
（

、（
以
下
略
）

と
あ
り
、
神
功
皇
后
は
平
安
後
期
の
宮
廷
社
会
で
「
女
帝
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
略
記
』
の
分
註
に
「
女
帝
始
レ
之
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
符
合
す
る
。
ま
た
、
室
町
時
代
末
期
に
成
立
し
た
御
伽
草

子
「
さ
ヾ
れ
い
し
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
る
。

成
務
天
皇　

仲
哀
天
皇　

神
功
天
皇　

応
神
天
皇）

12
（

（
以
下
略
）

こ
の
記
載
も
鎌
倉
・
室
町
期
ま
で
「
神
功
天
皇
」
の
呼
び
名
が
社
会
一
般
に
残

存
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、『
略
記
』
の
典
拠
に
は
奝
然
が
宋
に
持
参
し
た
『
王
年
代
紀
』
や
『
公

卿
補
任
』
が
考
え
ら
れ
る
が
、『
略
記
』
の
精
細
な
出
典
考
証
を
行
っ
た
平
田
俊
春

氏
が
『
略
記
』
の
典
拠
文
献
と
し
て
挙
げ
た
百
四
点
の
書
名
中
に
こ
の
二
書
は
含

ま
れ
て
い
な
い）

13
（

。
し
た
が
っ
て
、
平
田
説
に
従
う
な
ら
ば
『
略
記
』
が
い
か
な
る

文
献
を
典
拠
と
し
て
「
神
功
天
皇
」
と
記
載
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、氏
は
『
略

記
』
の
出
典
不
明
記
事
に
つ
い
て
、

わ
れ
わ
れ
は
『
扶
桑
略
記
』
が
あ
る
書
│
す
な
わ
ち
一
種
の
年
代
記
を
基
に

し
て
い
る
こ
と
を
知
り
う
る
の
で
あ
る）

14
（

。

と
述
べ
て
、
当
時
通
行
し
て
い
た
年
代
記
類
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。
次
い
で
、
平
田
氏
は
和
田
英
松
氏
が
収
集
・
紹
介
さ
れ
た
『
帝
王

系
図
』『
帝
皇
系
図
』
逸
文）

15
（

と
『
略
記
』
と
の
関
係
考
証
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
両
書

が
『
略
記
』
に
類
似
の
年
代
記
で
あ
り
、『
略
記
』
中
の
典
拠
不
明
の
記
事
が
「
こ

れ
に
類
す
る
年
代
記
類
を
基
本
に
し
た
と
考
え
ら
れ
」
る
と
説
い
て
い
る）

16
（

。
平
田

氏
が
挙
げ
ら
れ
た
『
略
記
』
の
出
典
不
明
記
事
の
最
初
に
あ
る
の
が
「
神
功
天
皇
」

と
そ
の
帝
紀
記
事
で
あ
る
。

一
方
、『
水
鏡
』
の
成
立
に
前
後
す
る
平
安
末
期
以
後
の
史
書
・
年
代
記
・
系
図

類
に
は
「
神
功
皇
后
」
と
い
う
表
記
が
定
着
し
て
お
り
、そ
れ
以
後
も
「
神
功
天
皇
」

と
い
う
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。『
水
鏡
』
は
『
略
記
』
に
準
拠
せ
ず
、
正
史
で
あ
る

『
書
紀
』
に
従
っ
て
「
神
功
皇
后
」
と
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
面
で
『
簾
中

抄
』
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
通
行
の
年
代
記
類
の
表
記
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る

可
能
性
に
つ
い
て
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三　

飯
豊
天
皇

次
に
、「
飯
豊
天
皇
」
と
い
う
御
名
に
関
わ
っ
て
、『
略
記
』『
水
鏡
』
に
先
立
つ

文
献
史
料
の
御
名
記
載
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
記
…
…
…
…
…
…
記
載
な
し

・
書
紀
…
…
…
…
…
顕
宗
天
皇
即
位
前
紀
に
「
飯
豊
青
尊
」
の
記
事

・
旧
事
紀
…
…
…
…
顕
宗
天
皇
即
位
前
紀
に
「
飯
豊
青
尊
」
の
記
事

・
諸
陵
式
…
…
…
…
飯
豊
皇
女

・
宋
史
…
…
…
…
…
記
載
な
し

・
公
卿
補
任
…
…
…
記
載
な
し
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・
新
唐
書
…
…
…
…
記
載
な
し

・
略
記
…
…
…
…
…
廿
四
代
飯
豊
天
皇

・
簾
中
抄
…
…
…
…
記
載
な
し

・
水
鏡
…
…
…
…
…
廿
四
代
飯
豊
天
皇

ま
た
、
鎌
倉
か
ら
室
町
中
期
に
至
る
史
書
・
年
代
記
・
系
図
類
の
記
載
内
容
は
、

次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

・
代
数
に
数
え
ず
に
「
飯
豊
天
皇
」
の
項
…
歴
代
皇
紀
、
一
代
要
記
、
日
本
皇

帝
系
図
、
興
福
寺
略
年
代
記
、
本
朝
皇
胤
紹
運
録

・「
顕
宗
天
皇
」
の
項
に
「
飯
豊
天
皇
」
の
記
事
…
日
本
紀
略
、
皇
代
記
、
神
皇

正
統
記
、
神
皇
正
統
録

・「
飯
豊
天
皇
」
の
項
…
仁
寿
鏡
、
皇
年
代
私
記
、
皇
代
略
記

・
そ
の
他

　
　

愚
管
抄
…
…
…
「
仁
賢
天
皇
」
条
に
「
飯
豊
天
皇
」
の
記
事

　
　

皇
胤
系
図
…
…
飯
豊
青
尊

　
　

神
明
鏡
…
…
…
第
廿
四
飯
豊
天
皇

　
　

記
載
な
し
…
…
二
中
歴
、
釈
日
本
紀
、
帝
王
編
年
記
、
東
寺
王
代
記

管
見
に
よ
れ
ば
、『
水
鏡
』
に
第
二
十
四
代
と
し
て
歴
代
に
加
え
ら
れ
た
「
飯
豊

天
皇
」
に
つ
い
て
は
、『
略
記
』
に
「
廿
四
代
飯
豊
天
皇
」
と
し
て
即
位
を
認
め
ら

れ
、歴
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
を
初
見
と
す
る
。『
略
記
』
以
前
で
は
『
記
』『
公

卿
補
任
』
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
ず
、『
宋
史
』
に
記
載
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
前

掲
の
渡
宋
僧
奝
然
の
持
参
し
た
『
王
年
代
紀
』
の
扱
い
も
同
様
で
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。

一
方
、
正
史
で
あ
る
『
書
紀
』
顕
宗
天
皇
即
位
前
紀
の
清
寧
天
皇
五
年
春
正
月

条
に
は
、

五
年
春
正
月
、
白
髪
天
皇
（
注
、
清
寧
）
崩
。

是
月
、
皇
太
子
億
計
王
与
二
天
皇
一
譲
レ
位
。
久
而
不
レ
処
。
由
レ
是
天
皇
姉
飯

豊
青
皇
女
於
二
忍
海
角
刺
宮
一
、
臨
朝
秉
政
、
自
称
二
忍
海
飯
豊
青
尊
一
。（
略
）

冬
十
一
月
、
飯
豊
青
尊
崩
。
葬
二
葛
城
埴
口
丘
陵
一
。

五
年
の
春
正
月
に
、
白
髪
天
皇
崩
か
む
あ
がり
ま
す
。

是
の
月
に
、
皇
太
子
億
計
王
、
天
皇
と
位

み
く
ら
ゐを

譲
り
、
久ひ

さ

に
し
て
処ゐ

た
ま
は

ず
。
是
に
由
り
て
、
天
皇
の
姉
飯い

い
ど
よ
の
あ
を
の
ひ
め
み
こ

豊
青
皇
女
、
忍お

し
ぬ
み
の
つ
の
さ
し
の
み
や

海
角
刺
宮
に
し
て
、

臨み
か
ど
ま
つ
り
ご
と

朝
秉
政
し
、
自
ら
忍
お
し
ぬ
み
の
い
ひ
ど
よ
の
あ
を
の
み
こ
と

海
飯
豊
青
尊
と
称な
の

り
た
ま
ふ
。（
略
）
冬
十
一

月
に
、
飯
豊
青
尊
崩
り
ま
す
。
葛
か
づ
ら
き
の
は
に
く
ち
の
を
か
の
み
さ
ざ
き

城
埴
口
丘
陵
に
葬は
ふ

り
ま
つ
る
。

と
あ
り
、
清
寧
天
皇
が
没
し
た
あ
と
、
億
計
・
弘
計
二
王
が
譲
り
合
っ
て
皇
位
継

承
者
が
定
ま
ら
ず
、
久
し
く
空
位
が
続
い
た
の
で
、
姉
の
飯
豊
青
皇
女
が
忍
海
角

刺
宮
で
自
ら
「
忍
お
し
ぬ
み
の
い
ひ
ど
よ
の
あ
を
の
み
こ
と

海
飯
豊
青
尊
」
と
称
し
て
「
臨み

か
ど
ま
つ
り
ご
と

朝
秉
政
」
し
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
頭
注
に
は
、

自
称
と
は
い
え
「
尊
」
の
尊
称
を
も
ち
、次
の
十
一
月
条
に
は
「
崩
」「
陵
」
と
、

天
皇
に
準
ず
る
表
現
が
な
さ
れ
る
。
後
世
の
史
書
『
扶
桑
略
記
』
は
「
飯
豊

天
皇
、
廿
四
代
、
女
帝
、
无
二
天
子
一
、
清
寧
天
皇
養
子
、
履
中
女
」
と
す
る
が
、

そ
の
よ
う
な
見
方
の
で
き
る
一
例）

17
（

。

と
あ
る
。

『
略
記
』
の
「
飯
豊
天
皇
」
条
に
は
、

甲
子
歳
春
二
月
。
生
年
四
十
五
即
位
。
顕
宗
天
皇
。
仁
賢
天
皇
。
兄
弟
相
譲
。

不
レ
即
二
皇
位
一
。
仍
以
二
其
姉
飯
豊
青
姫
一
。
令
レ
秉
二
天
下
之
政
一
矣
。

と
あ
り
、『
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
「
臨
朝
秉
政
」
の
事
実
に
よ
り
即
位
し
た
と
解
し

て
い
る
。『
水
鏡
』
も
「
廿
四
代
飯
豊
天
皇
」
に
、

甲
子
の
と
し
二
月
に
位
に
つ
き
給
。
御
年
四
十
五
。
こ
の
み
か
ど
の
御
お
と
ヽ

ふ
た
り
。
か
た
み
に
位
を
ゆ
づ
り
て
つ
き
給
は
ざ
り
し
ほ
ど
に
。
御
い
も
う

と
を
位
に
つ
け
た
て
ま
つ
り
給
へ
り
し
也
。

と
あ
り
、『
略
記
』
に
準
拠
し
て
即
位
の
事
実
を
明
記
し
て
い
る
。

中
継
ぎ
の
女
帝
と
し
て
そ
の
即
位
を
認
め
る
か
否
か
は
、
掲
出
し
た
よ
う
に
後

代
の
史
書
・
年
代
記
・
系
図
類
に
も
重
い
課
題
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、『
諸
陵
式
』

は
「
埴
口
墓
（
飯
豊
皇
女
）」
と
し
て
、
天
皇
・
皇
后
・
皇
太
后
・
太
皇
太
后
の
墓

所
で
あ
る
「
陵
」
に
は
位
置
づ
け
て
い
な
い
。

「
飯
豊
天
皇
」
に
つ
い
て
は
、『
略
記
』『
水
鏡
』
の
よ
う
に
代
数
に
数
え
る
史
料



人間発達文化学類論集　第 27号 2018年 6月

（
一
三
）

126

や
年
代
記
・
系
図
は
『
神
明
鏡
』
を
除
い
て
見
ら
れ
ず
、
代
数
に
数
え
ず
に
「
飯

豊
天
皇
」
の
名
を
記
し
て
即
位
を
認
め
、
そ
の
登
極
の
事
情
に
言
及
す
る
と
い
う

方
式
が
大
半
を
な
し
て
い
る
。『
神
明
鏡
』は「
水
鏡
ニ
ハ
入
奉
ル
也
」と
あ
り
、『
水

鏡
』
に
準
拠
し
て
歴
代
に
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
飯
豊
・
顕
宗
両
天
皇
を
第

二
十
四
代
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
苦
肉
の
処
置
を
取
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、『
略
記
』
と
『
水
鏡
』
が
「
廿
四
代
飯
豊
天
皇
」
と
し

て
そ
の
即
位
を
認
め
、
以
後
の
代
数
を
繰
り
下
げ
る
処
置
を
取
っ
て
い
る
の
は
極

め
て
特
異
で
あ
り
、『
水
鏡
』
の
記
載
内
容
が
『
略
記
』
に
準
拠
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
も
認
め
ら
れ
よ
う
。

『
略
記
』
は
「
飯
豊
天
皇
」
を
立
て
て
歴
代
に
加
え
る
根
拠
と
し
て
、
次
の
よ
う

に
注
記
し
て
い
る
。

此
天
皇
。
不
レ
載
二
諸
皇
之
系
図
一
。
但
和
銅
五
年
上
奏
日
本
紀
載
レ
之
。
仍

註
ー二

伝
之
一
。

こ
の
注
記
に
よ
れ
ば
、
当
時
実
在
し
皇
円
が
披
見
し
得
た
「
諸
皇
之
系
図
」
に

は
「
飯
豊
天
皇
」
の
御
名
は
見
ら
れ
な
い
が
、「
和
銅
五
年
上
奏
日
本
紀
」
に
「
飯

豊
天
皇
」の
即
位
記
事
が
あ
り
、そ
れ
に
従
う
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
和

銅
五
年
上
奏
日
本
紀
」
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
り
定
説
を
見
な
い
が
、
著
者
皇
円

の
史
料
準
拠
の
方
針
を
明
記
し
た
も
の
と
し
て
、「
和
銅
五
年
上
奏
日
本
紀
」
が
実

在
し
、
そ
れ
に
従
っ
た
と
す
る
著
者
皇
円
の
記
載
を
踏
ま
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か）

18
（

。
こ
の
注
記
は
『
歴
代
皇
紀
（
皇
代
暦
）』
も
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
お
り
、「
飯
豊

天
皇
」と
記
し
て
歴
代
数
に
数
え
ず
に
即
位
を
認
め
る
以
後
の
年
代
記
類
に
は
、「
扶

桑
畧
記
入
之
」
と
記
し
て
『
略
記
』
の
注
記
を
そ
の
ま
ま
転
写
す
る
か
、「
皇
代
暦

曰
」
と
し
て
『
歴
代
皇
紀
（
皇
代
暦
）』
の
転
写
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
も

の
も
見
ら
れ
る）

19
（

。

『
水
鏡
』
に
も
、

こ
の
み
か
ど
を
ば
系
図
な
ど
に
も
い
れ
た
て
ま
つ
ら
ぬ
と
か
や
ぞ
う
け
給
は

る
。さ
れ
ど
も
日
本
紀
に
は
い
れ
た
て
ま
つ
り
て
侍
な
れ
ば
、次
第
に
申
侍
也
。

と
い
う
注
記
が
あ
り
、「
諸
皇
之
系
図
」
に
つ
い
て
は
確
認
し
得
な
い
が
、「
日
本

紀
に
は
い
れ
た
て
ま
つ
り
て
侍
」
る
と
あ
り
、「
和
銅
五
年
上
奏
日
本
紀
」
を
披
見

し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
い
ま
「
和
銅
五
年
上
奏
日
本
紀
」

は
披
見
し
得
な
い
が
、『
水
鏡
』
の
注
記
が
『
略
記
』
の
記
事
の
単
な
る
和
文
に
よ

る
翻
訳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
は
、
留
保
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。『
興
福
寺
略
年
代
記
』
に
は
「
不
入
王
代
記
」
と
い
う
注
記
が
あ
る

が
、『
王
代
記
』
と
い
う
単
独
の
著
作
物
を
指
す
か
、
年
代
記
類
一
般
を
示
す
記
述

で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

『
神
皇
正
統
記
』
は
、「
飯
豊
天
皇
」
の
即
位
を
認
め
つ
つ
歴
代
の
列
次
か
ら
省

く
理
由
と
し
て
、

相
共
ニ
、
譲
マ
シ
〳
〵
シ
カ
バ
、
同
母
ノ
御
姉
飯
豊
ノ
尊
シ
バ
ラ
ク
位
ニ
居

給
キ
。サ
レ
ド
モ
ヤ
ガ
テ
顕
宗
定
リ
マ
シ
〳
〵
シ
ニ
ヨ
リ
テ
、飯
豊
天
皇
ヲ
バ
、

日
嗣
ニ
カ
ゾ
ヘ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ヌ
也
。

と
記
し
て
い
る
。
即
位
を
認
め
つ
つ
も
、
特
殊
な
事
例
と
し
て
記
載
す
る
史
書
・

年
代
記
・
系
図
類
の
処
置
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

平
田
氏
は
、『
略
記
』
飯
豊
天
皇
紀
の
記
文
は
前
後
二
段
に
分
け
ら
れ
る
が
、「
こ

の
前
後
紀
は
『
略
記
』
の
基
に
な
っ
た
『
帝
王
系
図
』
の
記
事
の
ま
ま
で
あ
ろ
う

と
推
定
さ
れ
る
。」
と
述
べ
て
、「
飯
豊
天
皇
」
と
い
う
御
名
を
は
じ
め
、「
和
銅
五

年
上
奏
日
本
紀
」
の
部
分
も
す
べ
て
『
帝
王
系
図
』
と
い
う
「
原
年
代
記
の
ま
ま

に
忠
実
に
記
し
」
た
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
る）

20
（

。

四　

廃
帝

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
七
月
二
十
四
日
、
布
告
を
も
っ
て
「
淳
仁
天
皇
」
の

名
を
追
贈
さ
れ
た
第
四
十
七
代
（『
略
記
』『
水
鏡
』
は
四
十
八
代
）
の
帝
王
に
つ

い
て
は
、
管
見
に
入
っ
た
古
代
・
中
古
の
史
書
・
年
代
記
・
系
図
類
に
「
廃
帝
」「
大

炊
天
皇
」、
お
よ
び
「
淡
路
廃
帝
」
の
三
種
の
記
載
が
認
め
ら
れ
る
。

・
続
日
本
紀
…
…
…
廃
帝
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・
諸
陵
式
…
…
…
…
廃
帝

・
宋
史
…
…
…
…
…
天
炊
天
皇

・
公
卿
補
任
…
…
…
大
炊
天
皇

・
政
事
要
略
…
…
…
廃
帝

・
新
唐
書
…
…
…
…
大
炊
立

・
略
記
…
…
…
…
…
卌
八
代
大
炊
天
皇

・
簾
中
抄
…
…
…
…
淡
路
廃
帝

・
水
鏡
…
…
…
…
…
卌
八
代
廃
帝

ま
た
、
鎌
倉
か
ら
室
町
中
期
に
至
る
史
書
・
年
代
記
・
系
図
類
の
記
載
内
容
は
、

次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

・
四
十
七
（
代
）
淡 

路
廃
帝
…
…
日
本
紀
略
、歴
代
皇
紀
、愚
管
抄
、一
代
要
記
、

神
皇
正
統
記
、
帝
王
編
年
記
、
東
寺
王
代
記
、
神
明
鏡
、

本
朝
皇
胤
紹
運
録

・
淡
路
廃
帝
…
…
…
皇
代
記
、
皇
胤
系
図
、
仁
寿
鏡

・
廃
帝
…
…
…
…
…
皇
年
代
私
記
、
皇
代
略
記

・
そ
の
他

　
　

二
中
歴
…
…
…
大
炊
廃
帝

　
　

神
皇
正
統
録
…
四
十
七
代
廃
帝
天
皇

　
　

日
本
皇
帝
系
図
…
四
十
七
崇
道
天
皇
諱
大
炊

『
略
記
』
以
前
に
つ
い
て
見
る
と
、
第
二
の
官
撰
正
史
『
続
日
本
紀
』（
七
九
七
）

は「
廃
帝
」と
し
て
歴
代
に
加
え
て
お
り
、『
諸
陵
式
』の
記
載
も
同
様
で
あ
る
。『
政

事
要
略
』（
一
〇
〇
二
）
も
、

国
史
云
。
廃
帝
天
平
宝
字
三
年
六
月
丙
辰
。
百
官
及
師
位
僧
等
。
奉
二
去
五

月
九
日
勅）

21
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一
。

と
記
し
て
『
続
日
本
紀
』
の
記
載
に
従
っ
て
い
る
。

一
方
、『
宋
史
』
に
は
「
天
炊
天
皇
」
と
あ
り
、「
天
炊
」
は
「
大
炊
」
の
誤
記

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
く
奝
然
の
持
参
し
た『
王
年
代
紀
』を
典
拠
と
し
た『
新

唐
書
』
も
「
大
炊
立
」
と
記
し
て
お
り
、『
王
年
代
紀
』
に
は
「
大
炊
天
皇
」
と
記

載
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
同
時
期
に
廷
臣
間
で
用
い
ら
れ
た
『
公
卿
補
任
』

も
、天大
炊
天
皇

平
宝
字
二
年
戊
戌
八
月
一
日
庚
子
大
炊
王
受
禅
即
位
。

と
記
し
て
い
る
。

管
見
で
は
、現
存
の
文
献
に
お
け
る
「
大
炊
天
皇
」
と
い
う
御
名
の
初
出
は
『
日

本
霊
異
記
』（
以
下
、『
霊
異
記
』）
の
事
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
下
巻

三
十
八
縁
に
、

宝
字
八
年
十
月
、
大
炊
天
皇
、
為
二
皇
后
一
所
レ
賊
、
掇
二
天
皇
位
一
、
退
二
於
淡

路
国
一
、
…
…

宝ほ
う

字じ

八
年
十か
み
な
づ
き月
に
、
大お

ほ
ひ炊

天
皇
、
皇き
さ
き后
に
賊う

た
れ
、
天
皇
の
位く
ら
ゐ
を
掇や

め
、

淡あ
は
ぢ
の
く
に

路
国
に
退し

り
ぞき

た
ま
ふ
。

と
あ
り
、
同
書
の
中
巻
三
十
九
縁
、
四
十
一
縁
、
四
十
二
縁
に
そ
れ
ぞ
れ
「
大お

ほ
ひ炊

天
皇
の
御み

よ世
」と
す
る
説
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。『
霊
異
記
』は
弘
仁
年
間（
八
一
〇

〜
二
四
）
に
現
存
形
態
が
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
て
お
り）

22
（

、
廃
帝
の
死
か
ら
六
十

年
後
に
は
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、『
略
記
』
は
『
霊
異
記
』『
公
卿
補
任
』
も
し
く
は
奝
然
が
宋

に
持
参
し
た
『
王
年
代
紀
』
等
の
年
代
記
類
の
記
載
を
踏
ま
え
て
「
卌
八
代
大
炊

天
皇
」
と
記
載
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、平
田
氏
は
『
霊
異
記
』
を
『
略
記
』

の
典
拠
文
献
に
加
え
て
い
る
が
、『
公
卿
補
任
』『
王
年
代
紀
』
は
典
拠
と
し
て
認

め
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、平
田
説
に
従
え
ば
、『
略
記
』
の
直
接
の
典
拠
は
『
霊

異
記
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
略
記
』
以
前
で
は
、「
平
安
時
代
の
末
、
西
暦
一
〇
三
〇
年
代
か
四
〇
年
代
頃
」

の
成
立
と
さ
れ
る）

23
（

『
今
昔
物
語
集
』
の
巻
第
十
二
│
十
二
、
巻
第
十
六
│
十
に

「
大オ
ホ
ヒ炊
ノ
天
皇
ノ
御み

よ代
」
と
し
て
説
話
が
語
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
『
略
記
』
と
重

な
る
時
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
大
鏡
』
の
「
太
政
大
臣
道
長
（
藤
原
氏
物
語
）」

に
も
、不

比
等
大
臣
の
二
郎
、
房
前
、
宰
相
に
て
二
十
年
。
大お

ほ
ひ
の
み
か
ど

炊
天
皇
の
御
時
、
天

平
宝
字
四
年
庚
子
八
月
七
日
、
贈
太
政
大
臣
に
な
り
た
ま
ふ
。
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と
あ
る
。

『
水
鏡
』
よ
り
成
立
年
次
は
下
る
が
、
小
山
田
和
夫
氏
は
『
古
事
談
』
第
一
│
一

の
説
話
中
に
「
大
炊
天
皇
御
宇
」「
移
大
炊
天
皇
於
淡
路
国
」
と
い
う
記
載
が
見
ら

れ
る
こ
と）

24
（

、
お
よ
び
平
安
末
期
の
成
立
に
な
る
国
語
辞
書
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
の

室
町
時
代
初
期
書
写
本
に
出
る
『
略
記
』
逸
文
に
「
大
炊
天
皇
」
の
御
名
が
出
て

い
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
た
。

・
岡
寺　

扶
桑
略
曰　

大
炊
天
皇
之
時
越
前
国
封
五
十
戸
施
入
之

・
岡
本
寺　

扶
桑
略
曰　

大
炊
天
皇
御
宇
封
百
戸
施
入
之

・
小
治
田
寺　

扶
桑
略
曰　

大
炊
天
皇
封
五
十
戸
施
入
之）

25
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こ
れ
ら
の
事
例
を
見
れ
ば
、平
安
末
期
に
は
「
大
炊
天
皇
」
の
御
名
は
一
般
に
流
布
・

定
着
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、『
水
鏡
』
の
作
者
は
『
略
記
』
の
「
大
炊
天
皇
」
と
い
う
御
名

を
踏
襲
せ
ず
、『
続
日
本
紀
』
ま
た
は
『
諸
陵
式
』『
政
事
要
略
』
な
ど
を
踏
ま
え

て
「
廃
帝
」
と
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

管
見
で
は
歴
代
名
と
し
て「
淡
路
廃
帝
」の
名
を
位
置
づ
け
た
初
見
は『
簾
中
抄
』

で
あ
る
が
、
そ
の
称
徳
天
皇
条
に
は
、

大
炊
天
皇
を
な
か
し
て
我
ま
た
位
に
ゐ
さ
せ
給
へ
り
。

と
い
う
記
事
が
あ
り
、『
水
鏡
』
の
「
四
十
九
代
称
徳
天
皇
」
に
は
「
淡
路
廃
帝
」

と
い
う
表
記
が
見
ら
れ
る
。『
水
鏡
』
以
後
も
、「
大
炊
帝
」（
歴
代
皇
紀
）、「
大
炊

廃
帝
」（
二
中
歴
）、「
諱
大
炊
天
皇
」（
仁
寿
鏡
）、「
御
諱
大
炊
天
皇
」（
神
皇
正
統

録
）、「
奉
号
大
炊
天
皇
」（
東
寺
王
代
記
）、「
譲
二
位
於
皇
太
子
一
。
大
炊
天
皇
」（
帝

王
編
年
記
）
な
ど
、
記
事
中
に
「
大
炊
天
皇
」
の
御
名
を
記
す
方
式
は
南
北
朝
時

代
ま
で
残
存
し
て
い
る
。『
皇
年
代
私
記
』『
皇
代
略
記
』の
よ
う
に
、歴
代
名
は「
廃

帝
」
と
表
記
し
つ
つ
も
「
称
二
淡
路
廃
帝
一
」
と
併
記
す
る
事
例
も
見
ら
れ
る
。
藤

原
為
相
の
『
古
今
集
註
』
に
は
「
淡廃
帝路

天
皇
」
と
あ
る）

26
（

。『
歴
代
皇
紀
』『
一
代
要
記
』

に
は
「
廣
仁
天
皇
」
の
呼
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

五　

ま
と
め

歴
代
天
皇
の
御
名
記
載
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
く
と
き
、
ま
ず
『
略
記
』

に
記
載
さ
れ
た
「
神
功
天
皇
」
と
い
う
歴
代
名
に
つ
い
て
は
、
新
訂
増
補
国
史
大

系
の
頭
注
に
、

天
皇
、
原
作
皇
后
、
暫
従
抄
本）

27
（

と
い
う
注
記
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
注
記
に
よ
れ
ば
、

新
訂
増
補
国
史
大
系
の
底
本
と
さ
れ
た
「
文
政
三
年
刊
本
」
に
は
「
神
功
皇
后
」

と
記
さ
れ
て
い
た
の
を
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
の
校
注
者
が
「
抄
本
」（
同
書
凡
例

「
宮
内
省
図
書
寮
所
蔵
新
井
白
石
旧
蔵
抄
本
」）
に
拠
り
、「
神
功
天
皇
」
と
改
め
た

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
小
山
田
氏
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

『
扶
桑
略
記
』第
二
の
冒
頭
の「
神
功
天
皇
」（
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
一
二
巻
、

五
頁
）
は
、
専
修
寺
本
『
水
鏡
』
巻
上
に
は
「
十
五
代　

神
功
皇
后
（
中
略
）

次
の
み
か
ど
神
功
皇
后
と
申
き
」
と
し
て
掲
げ
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
第

一
二
巻
所
収
『
扶
桑
略
記
』
五
頁
に
「
天
皇
、
原
作
皇
后
、
暫
従
抄
本
」
と

い
う
頭
注
が
見
ら
れ
、
そ
の
抄
本
で
あ
る
天
理
図
書
館
所
蔵
金
勝
院
本
『
扶

桑
略
記
』
に
も
「
神
功
天
皇
」
と
あ
る
と
い
う
問
題
も
あ
り
、『
扶
桑
略
記
』

の
原
本
に
は
、「
神
功
皇
后
」
と
あ
っ
た
の
か
「
神
功
天
皇
」
と
あ
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、専
修
寺
本
『
水
鏡
』
上
は
、こ
れ
を
「
神

功
皇
后
」
と
し
て
記
載
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、『
扶
桑
略
記
』
原
本

に
「
神
功
天
皇
」
と
あ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
た
「
廃
帝
」
と
同
様
、
書
き

改
め
た
こ
と
と
な
る
。
こ
の
問
題
は
こ
れ
以
上
解
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
の
で
、
し
ば
ら
く
置
く
こ
と
と
し
、「
飯
豊
天
皇
」
と
「
廃
帝
」
と
の
表
記

上
の
問
題
、そ
の
一
方
を
踏
襲
し
、一
方
に
は
従
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、『
扶

桑
略
記
』
の
「
号
淡
路
廃
帝
」
と
い
う
記
載
箇
所
か
ら
、
導
き
出
す
こ
と
の

可
能
な
記
述
範
囲
に
あ
る
も
の
と
は
言
え
、『
続
日
本
紀
』
が
記
載
す
る
「
廃

帝
」
と
同
様
な
表
記
を
し
た
点
に
は
、
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る）

28
（

。
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勝倉壽一 :『水鏡』の歴代名

（
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六
）

『
水
鏡
』
に
お
け
る
「
飯
豊
天
皇
」「
廃
帝
」
と
い
う
御
名
記
載
の
問
題
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
が
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
略
記
』
の
校
注
者
に
よ
る
注
記
の
問

題
に
つ
い
て
見
る
と
、
小
山
田
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、『
略
記
』
の
原
本
に
は

も
と
も
と
「
神
功
皇
后
」
と
あ
り
、『
水
鏡
』
の
作
者
は
『
略
記
』
に
記
さ
れ
た
御

名
を
踏
襲
し
て
「
神
功
皇
后
」
と
記
載
し
た
、と
い
う
可
能
性
も
残
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、『
略
記
』
の
原
本
に
「
神
功
天
皇
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
な

ら
ば
、
言
う
ま
で
も
な
く
、『
水
鏡
』
の
作
者
は
自
ら
の
意
志
に
基
づ
い
て
こ
れ
を

「
神
功
皇
后
」
と
書
き
改
め
た
こ
と
に
な
る
。

新
訂
増
補
国
史
大
系
十
二
巻
所
収
『
略
記
』
の
「
凡
例
」（
黒
板
勝
美
識
）
に
は

「
文
政
三
年
の
刊
本
を
底
本
と
な
し
」、「
神
武
天
皇
よ
り
神
功
皇
后
の
初
に
至
る
条

を
新
井
白
石
旧
蔵
抄
本
に
拠
つ
て
補
」
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
金
勝
院
本
」
に

は
触
れ
て
い
な
い
。
次
に
、「
新
井
白
石
旧
蔵
抄
本
」
は
宮
内
庁
書
陵
部
の
架
蔵
に

な
る
が
、
同
抄
本
の
系
統
、
筆
写
時
期
に
つ
い
て
、『
図
書
寮
典
籍
解
題
歴
史
篇
』

（
一
九
五
〇
年
、
養
徳
社
）
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

当
本
の
祖
本
は
金
勝
院
所
蔵
の
平
安
末
期
の
古
写
本
に
し
て
、
こ
れ
は
そ
の

忠
実
な
摹
古
本
と
考
へ
ら
れ
る
。

天
理
図
書
館
所
蔵
の
「
金
勝
院
本
」
が
「
平
安
末
期
の
古
写
本
」
で
あ
り
、「
新

井
白
石
旧
蔵
抄
本
」
は
そ
の
「
忠
実
な
摹
古
本
」
で
あ
る
と
す
る
「
解
題
」
に
つ

い
て
、『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
13
古
代
史
籍
続
集
』（
一
九
七
五
年
、
八
木
書
店
）

の
「
解
題
」
に
お
い
て
、
田
中
卓
氏
は
右
の
解
題
の
文
は
「
正
鵠
を
射
て
い
る
。」

と
評
し
て
い
る
。
ま
た
、「
金
勝
院
本
」
は
「
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期

に
成
る
と
み
て
大
過
な
い
」
の
で
あ
り
、「
恐
ら
く
は
現
存
写
本
中
、
最
古
に
近
い

と
思
わ
れ
」、「
新
井
白
石
旧
蔵
本
は
、
記
述
の
如
く
本
書
（
注
、
金
勝
院
本
）
を

忠
実
に
臨
写
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、『
国
史
大
系
書
目
解
題

下
巻
』（
二
〇
〇
一
年
、吉
川
弘
文
館
）
の
「
扶
桑
略
記
」
の
項
で
堀
越
光
信
氏
は
、

「
金
勝
院
本
」
が
皇
円
の
自
筆
原
本
で
あ
る
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
。

『
略
記
』
の
場
合
に
は
後
述
の
天
理
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
抄
本
が
存
在
す

る
の
で
、皇
円
が
そ
の
作
者
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。（
略
）

そ
の
成
立
年
代
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
こ
の
金
勝
院
本
が
皇
円
の
自
筆
原
本
の

可
能
性
さ
え
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
考
証
と
所
説
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
現
存
最
古
の
古
写
本
で
、『
略
記
』

原
本
の
成
立
時
期
に
近
接
す
る「
金
勝
院
本
」と
、そ
の
忠
実
な
臨
写
本
で
あ
る「
新

井
白
石
旧
蔵
抄
本
」
に
は
『
略
記
』
原
本
の
記
事
が
最
も
忠
実
に
筆
写
さ
れ
た
と

想
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
「
金
勝
院
本
」「
新
井
白
石
旧
蔵
抄
本
」
に
「
神
功

天
皇
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、『
略
記
』
原
本
に
は
「
神
功
天
皇
」

と
記
載
さ
れ
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

前
掲
の
国
史
大
系
の
注
記
に
立
ち
戻
っ
て
見
れ
ば
、『
改
定
史
籍
集
覧
第
一
冊
』

（
一
九
〇
〇
年
、
近
藤
出
版
部
）
の
「
校
本
扶
桑
略
記
」（
近
藤
瓶
城
編
輯
）、
な
ら

び
に
『
新
註
皇
学
叢
書
第
六
巻
』（
一
九
二
七
年
、
廣
文
庫
刊
行
会
）
の
「
扶
桑
略

記
」（
物
集
高
見
編
）
の
構
成
と
記
文
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

「
校
本
扶
桑
略
記
」
は
「
神
武
天
皇
」
条
に
先
だ
っ
て
「
扶
桑
略
記
鈔
節
本
」
と

い
う
記
載
が
あ
り
、「
神
武
天
皇
」
条
か
ら
「
仲
哀
天
皇
」
条
を
「
抜
萃
本
」
に
よ

る
と
注
記
し
て
い
る
。
そ
の
最
後
尾
は
国
史
大
系
本
の
「
扶
桑
略
記
第
二
」
の
「
神

功
天
皇
」
の
御
名
と
割
注
、お
よ
び
「
開
化
天
皇
曾
孫
」
以
下
の
系
譜
記
事
（
一
行
）

ま
で
を
含
ん
で
お
り
、「
扶
桑
略
記
第
二
」
の
初
め
に
「
神
功
皇
后
」
の
御
名
に
「
巻

首
闕
」
と
あ
り
、「
竟
帰
日
」
以
下
の
三
韓
征
伐
を
中
心
と
し
た
事
跡
記
事
が
載
せ

ら
れ
、「
文
政
三
年
官
刻
本
」
を
底
本
に
し
た
と
の
注
記
が
あ
る
。「
神
武
天
皇
」

条
か
ら
「
神
功
天
皇
」
の
御
名
、
割
注
、
一
行
の
系
譜
記
事
ま
で
、
一
部
の
語
句

の
脱
落
が
あ
る
も
の
の
、
国
史
大
系
本
と
「
鈔
節
本
」
の
記
文
に
違
い
は
認
め
ら

れ
な
い
。『
新
註
皇
学
叢
書
』
も
「
扶
桑
略
記
第
一
」
と
し
て
「
古
鈔
節
本
」
を
用

い
、そ
れ
以
後
を
「
文
政
六
年
官
本
」
に
拠
る
と
す
る
が
、そ
の
構
成
・
記
文
は
『
改

定
史
籍
集
覧
』
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
国
史
大
系
の
底
本
と
し
た
「
新
井
白
石
旧
蔵
抄
本
」

の
最
後
尾
は
上
記
の
「
鈔
節
本
」
と
同
じ
く
「
神
功
天
皇
」
の
御
名
と
割
注
、
お

よ
び
系
譜
記
事
一
行
ま
で
が
記
さ
れ
て
お
り
、
巻
首
を
欠
い
た
「
文
政
三
年
刊
本
」

は
、
そ
の
筆
写
者
が
伝
写
の
過
程
で
そ
の
筆
写
時
に
お
け
る
史
書
・
年
代
記
・
系
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図
類
の
御
名
記
載
が
「
神
功
皇
后
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
事
実
を
踏
ま
え
て
「
神

功
皇
后
」
と
書
き
加
え
た
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
も
う
一
つ
の
手
続
き
と
し
て
、『
略
記
』『
水
鏡
』
の
成
立
以
前
、
成
立

以
後
の
文
献
記
載
の
内
容
を
現
存
史
料
等
で
可
能
な
限
り
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
時
期
的
な
変
遷
、
全
体
的
な
傾
向
性
を
視
野
に
入
れ
て
推
定
・
考
証
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
略
記
』
も
『
水
鏡
』
も
、
そ
れ
が
皇
位
の

継
承
を
基
軸
と
し
た
歴
史
記
述
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
御
名
記
載

に
お
い
て
先
行
の
史
書
類
に
準
拠
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
の
で
あ

る
。こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
稿
に
お
い
て
、『
略
記
』『
水
鏡
』
に
先
立
つ
文
献
・

史
料
の
御
名
記
載
、
お
よ
び
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
鎌
倉
か
ら
室
町
中
期
に
至
る

現
存
の
史
書
・
年
代
記
・
系
図
類
の
記
載
内
容
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、『
略

記
』
以
前
に
は
「
息
長
帯
比
売
命
」「
息
長
帯
比
売
天
皇
」「
神
功
皇
后
」「
神
功
天

皇
」
の
四
種
の
表
記
が
認
め
ら
れ
る
が
、『
簾
中
抄
』『
水
鏡
』
を
は
じ
め
、
平
安

末
期
以
後
に
成
立
し
た
史
書
・
年
代
記
・
系
図
類
は
す
べ
て
「
神
功
皇
后
」
で
表

記
が
統
一
さ
れ
て
い
る
。『
水
鏡
』
は
「
神
功
天
皇
」
と
記
し
た
『
略
記
』
に
準
拠

せ
ず
、
右
の
史
書
類
の
記
載
を
踏
ま
え
、『
書
紀
』
に
従
っ
て
「
神
功
皇
后
」
と
記

載
し
た
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
ま
た
、『
略
記
』
と
『
水
鏡
』
に
お

け
る
御
名
記
載
の
明
確
な
立
場
の
違
い
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
解
し
得
る
こ
と
と

な
る
。

こ
の
立
場
の
相
違
は
、「
大
炊
天
皇
」
と
「
廃
帝
」
と
い
う
御
名
記
載
の
違
い
と

し
て
も
現
れ
て
い
る
。

『
略
記
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
分
註
に
「
号
二
淡
路
廃
帝
一
」
と
あ
り
、『
略
記
』

の
著
者
は
当
時
の
文
献
に
「
淡
路
廃
帝
」
と
い
う
記
載
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
国
史
で
あ
る
『
続
日
本
紀
』、
お
よ
び
『
政
事
要
略
』
に
「
廃
帝
」
と
あ
る
こ

と
を
承
知
の
う
え
で
、「
大
炊
天
皇
」
と
記
載
し
た
こ
と
に
な
る
。
最
古
の
写
本
と

さ
れ
る
「
金
勝
院
本
」
に
も
「
大
炊
天
皇
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
略
記
』
の
現

存
部
分
は
抄
記
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
著
者
皇
円
の
抱
懐
す
る
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独
自
の
御
名
記
載
観
の
存
在
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
方
、『
水
鏡
』
の
御
名
記
載
に
つ
い
て
見
れ
ば
、『
略
記
』
の
「
号
二
淡
路
廃

帝
一
」
と
い
う
分
註
か
ら
「
廃
帝
」
の
語
句
を
導
き
出
す
こ
と
は
物
理
的
に
可
能

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
天
皇
の
歴
代
名
と
し
て
捉
え
る
と
き
、
そ
の
意
味

内
容
は
根
本
か
ら
異
な
る
こ
と
に
な
る
。「
淡
路
廃
帝
」
と
は
∧
時
の
政
治
権
力
の

力
学
に
翻
弄
さ
れ
て
淡
路
島
に
遷
謫
さ
れ
、
悲
憤
の
生
涯
を
閉
じ
た
帝
王
∨
の
意

で
あ
り
、
明
治
政
府
に
よ
っ
て
「
淳
仁
天
皇
」
の
諡
を
受
け
た
帝
王
の
、
い
わ
ば

固
有
名
詞
で
あ
る
。
こ
の
の
ち
も
、
承
久
の
乱
に
連
坐
し
て
佐
渡
に
流
さ
れ
た
順

徳
上
皇
は「
佐
渡
廃
帝
」（『
六
代
勝
事
記）

29
（

』）、淳
仁
天
皇
と
同
じ
く
明
治
政
府
に
よ
っ

て
「
仲
恭
天
皇
」
と
追
諡
さ
れ
た
帝
王
は
「
九
条
廃
帝
」（『
皇
代
記
』）、「
承
久
の

廃
帝
」（『
増
鏡
』
第
三
「
藤
衣
」）
と
呼
ば
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
廃
帝
」
と
は
∧
他
の
権
力
に
よ
り
強
制
的
に
退
位
さ
せ
ら
れ

た
帝
王
∨
の
意
で
あ
り
、
皇
位
継
承
史
に
お
け
る
特
異
な
事
例
と
い
う
意
味
を
有

す
る
。『
保
元
物
語
』
下
「
新
院
讃
州
に
御
遷
幸
の
事
」
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ

る
。彼か

れ

は
淡あ

は
ぢ路

の
絵ゑ

島じ
ま

と
申
せ
ば
、
大お

ほ
い炊

の
廃は

い
た
い帝

の
移う

つ

さ
れ
て
、
い
く
ほ
ど
な
く
て

か
く
れ
さ
せ
給
け
ん
所と

こ
ろに

こ
そ
と
知し

ろ

し
め
す
。
今
は
御
身み

一ひ
と
つに

思お
ぼ
し
め
し
し

召
知
ら
れ
て

哀あ
は
れ

也
。

保
元
の
乱
に
敗
れ
、
讃
岐
の
白
峯
に
配
流
の
身
と
な
っ
た
崇
徳
院
（
新
院
）
が
、

そ
の
道
す
が
ら
僻
遠
の
地
に
生
涯
を
閉
じ
る
「
廃
帝
」
の
運
命
を
「
大
炊
の
廃
帝
」

の
前
例
に
重
ね
て
慨
嘆
す
る
構
図
で
あ
る
。
ま
た
、
同
書
下
「
新
院
御
経
沈
め
の

事
付
け
た
り
崩
御
の
事
」
に
は
、
崇
徳
院
が
後
生
菩
提
の
た
め
に
自
ら
の
指
の
血

で
写
し
た
五
部
の
大
乗
経
を
京
に
送
ろ
う
と
し
て
認
め
た
書
簡
中
に
、
自
ら
の
境

遇
を
「
廃
帝
」
と
明
記
し
た
「
雨
瀝
二
桐
葉
一
而
、
廃
帝
悲
二
夕
露
一
。（
雨
桐と
う
よ
う葉
を

瀝う
る
ほ

し
て
、
廃は
い
て
い帝

夕せ
き

露ろ

に
悲
し
む
。）」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。「
廃
帝
」
と
は
、
我

が
国
の
皇
位
継
承
史
に
特
別
な
意
味
を
持
つ
歴
史
用
語
な
の
で
あ
る
。

『
水
鏡
』
の
作
者
に
想
定
さ
れ
て
い
る
中
山
忠
親
は
、
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）

七
月
の
保
元
の
乱
の
折
に
は
二
十
六
歳
で
、
乱
の
直
前
ま
で
崇
徳
上
皇
と
対
立
し
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た
後
白
河
天
皇
の
五
位
蔵
人
の
任
に
あ
っ
て
戦
乱
の
渦
中
に
身
を
置
い
て
い
た
。

忠
親
も
ま
た
、
讃
岐
と
い
う
僻
遠
の
地
に
流
さ
れ
る
崇
徳
上
皇
の
運
命
に
、
淡
路

廃
帝
の
前
例
を
重
ね
る
意
識
は
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
歴
史
上
、「
廃
帝
」
と
は
の
ち
に

明
治
政
府
に
よ
っ
て
「
淳
仁
天
皇
」「
仲
恭
天
皇
」
の
諡
号
を
贈
ら
れ
た
両
帝
王
を

指
す
。
し
た
が
っ
て
、承
久
三
年（
一
二
二
一
）の
承
久
の
乱
以
前
に
成
立
し
た『
続

日
本
紀
』『
政
事
要
略
』
に
お
け
る
「
廃
帝
」
の
語
に
は
淡
路
に
遷
謫
さ
れ
た
帝
王

の
固
有
名
詞
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
る
。『
続
日
本
紀
』『
水
鏡
』
が
「
廃
帝
」
の

語
を
御
名
と
し
て
帝
紀
を
立
て
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
謂
い
に
他
な
ら
な
い
。

右
の
よ
う
な
考
察
を
踏
ま
え
て
『
略
記
』
と
『
水
鏡
』
の
歴
代
名
記
載
の
立
場

の
違
い
を
纏
め
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
略
記
』
は
現
存
の
抄
記
の
部
分
も
含
め
て
、「
神
武
天
皇
人
代
最
初
」
か
ら

「
今堀
河上

天
皇
七
十
四
代
」
に
至
る
歴
代
名
を
す
べ
て
漢
風
諡
号
の
「
天
皇
」
名
で
統

一
し
、
各
天
皇
の
治
世
の
事
跡
を
百
余
点
の
文
献
・
史
料
を
基
に
編
年
体
で
撰
述

し
た
年
代
記
の
構
成
を
取
っ
て
い
る
。「
神
功
天
皇
十
五
代
」
に
つ
い
て
は
、『
書
紀
』

を
典
拠
と
し
た
次
の
記
事
を
根
拠
と
し
て
「
天
皇
」
の
御
名
を
記
載
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

十
月
。
群
臣
尊
二
皇
后
一
。
曰
二
皇
太
后
一
。
即
令
レ
摂
ー二

政
天
下
一
。
以
二
大
和

国
十ト
ヲ
チ市
郡
磐イ
ハ
レ余
稚
桜
宮
一
。
為
二
其
宮
都
一
。

『
略
記
』
に
は
即
位
記
事
は
な
い
が
、
そ
の
崩
御
記
事
も
「
天
皇
春
秋
百
歳
崩
。」

と
記
し
て
い
る
。「
飯
豊
天
皇
廿
四
代
」
に
つ
い
て
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
臨
朝
秉

政
」
の
事
実
を
も
っ
て
即
位
を
明
記
し
歴
代
に
加
え
て
い
る
。「
大
炊
天
皇
卌
八
代
」

に
つ
い
て
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
両
天
皇
に
漢
風
諡
号
の
記
載
が
な
い
の

は
、
そ
の
こ
と
を
記
す
典
拠
文
献
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。『
略
記
』

の
「
大
炊
天
皇
」・「
称
徳
天
皇
」
は
抄
本
で
あ
る
た
め
か
、
淡
路
配
流
と
そ
の
崩

御
の
記
事
は
な
い
。

ち
な
み
に
、
六
七
二
年
の
壬
申
の
乱
で
敗
死
し
た
大
友
皇
子
に
つ
い
て
も
、『
略

記
』
第
五
・
天
智
天
皇
十
年
条
に
、

同
十
月
。
立
二
大
友
太
政
大
臣
一
為
二
皇
太
子
一
。
〇
十
二
月
三
日
。
天
皇
崩
。

同
十
二
月
五
日
。
大
友
皇
太
子
。
即
為
二
帝
位
一
。
生
年
廿
五
。

と
記
し
て
、
同
年
十
月
の
大
海
人
皇
子
の
東
宮
辞
退
に
伴
い
、
同
月
中
の
大
友
立

太
子
、
次
い
で
十
二
月
三
日
の
天
智
天
皇
の
崩
御
に
よ
り
、
五
日
に
大
友
皇
太
子

が
即
位
し
た
と
す
る
解
釈
を
明
示
し
て
い
る
。
歴
代
に
加
え
得
な
か
っ
た
の
は
、

御
名
に
相
当
す
る
記
載
例
が
他
の
文
献
に
存
在
せ
ず
、
壬
申
の
乱
の
顚
末
以
外
に

大
友
皇
子
に
関
わ
る
事
跡
の
記
録
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ

る
。こ

れ
に
対
し
て
、『
水
鏡
』
は
「
飯
豊
天
皇
」
に
つ
い
て
は
『
略
記
』
の
記
載
に

従
う
と
と
も
に
、「
神
功
皇
后
」「
廃
帝
」
と
い
う
御
名
は
『
略
記
』
の
記
載
名
を

踏
襲
せ
ず
、
正
史
で
あ
る
『
書
紀
』『
続
日
本
紀
』
の
記
載
に
従
っ
て
い
る
。
そ
の

事
由
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
前
述
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
。大
友
皇
子
の
立
太
子
・

即
位
に
つ
い
て
は
『
水
鏡
』
も
『
略
記
』
の
記
載
に
準
拠
し
て
い
る
。

ま
た
、『
水
鏡
』
の
各
帝
紀
的
記
事
の
本
文
は
、
次
の
よ
う
に
歴
代
名
、
即
位
年

月
日
、
即
位
の
事
実
、
治
世
を
記
す
統
一
的
な
記
載
様
式
を
採
用
し
て
い
る
。

次
の
み
か
ど
〇
〇
天
皇
と
申
き
。（
略
）
〇
〇
年
〇
〇
月
〇
〇
日
く
ら
ゐ
に
つ

き
た
ま
ふ
。
世
を
し
り
た
ま
ふ
事
〇
〇
年
な
り
。

神
功
皇
后
の
帝
紀
的
記
事
の
み
は
「
次
の
み
か
ど
神
功
皇
后
と
申
き
。」
と
あ
る

が
、
即
位
年
月
日
、
即
位
の
事
実
、
治
世
に
つ
い
て
は
、

辛
巳
の
と
し
十
月
二
日
位
に
つ
き
給
き
。女
帝
は
こ
の
御
時
は
じ
ま
り
し
な
り
。

世
を
た
も
ち
給
事
六
十
九
年
。

と
あ
り
、「
辛
巳
の
と
し
」（
二
〇
一
）
十
月
二
日
に
即
位
、
治
世
は
六
十
九
年
で

あ
る
と
記
し
て
い
る
。
管
見
で
は
『
水
鏡
』
以
前
の
文
献
・
史
料
に
神
功
皇
后
の

即
位
記
事
は
見
ら
れ
ず
、
そ
れ
以
後
も
『
愚
管
抄
』
に
、

一十五　

神
功
皇
后　

摂
政
六
十
九
年　
元
年
辛
巳　

卅
二
即
位
。

と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
新
訂
増
補
国
史
大
系
の
『
略
記
』
に
は

摂
政
記
事
は
見
ら
れ
る
が
、
前
掲
の
よ
う
に
即
位
記
事
は
な
く
、「
十
月
」
と
あ
る

の
み
で
、「
辛
巳
の
と
し
」「
二
日
」
と
い
う
干
支
、
日
付
の
記
載
は
な
い
。
最
古

121
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の
古
写
本
で
あ
る
「
金
勝
院
本
」
に
は
摂
政
記
事
の
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
事
実
か
ら
見
て
も
『
水
鏡
』
は
『
略
記
』
に
拠
ら
ず
『
書
紀
』

の
次
の
一
節
を
踏
ま
え
て
記
載
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

冬
十
月
癸
亥
朔
甲
子
（
二
日
）、
群
臣
尊
二
皇
后
一
曰
二
皇
太
后
一
。
是
年
也
、

太
歳
辛
巳
。
即
為
二
摂
政
元
年
一
。

冬
十
月
の
癸き
が
い亥
の
朔
つ
き
た
ちに
し
て
甲か
ふ
し子
に
、
群
臣
皇
后
を
尊
び
て
皇お
ほ
き
さ
き

太
后
と
曰

す
。
是こ

と
し年

、
太た

い
さ
い歳

辛し
ん

巳し

に
あ
り
。
即
ち
摂
政
元
年
と
す
。

一
方
、『
公
卿
補
任
』
に
は
、

神十
五功

天
皇
御
世　
治
六
十
九
年　
元
年
辛
巳

と
あ
り
、
神
功
天
皇
は
元
年
辛
巳
歳
に
即
位
、
治
世
は
六
十
九
年
と
い
う
意
味
に

解
さ
れ
る
か
ら
、『
水
鏡
』『
愚
管
抄
』
は
と
も
に
『
公
卿
補
任
』
を
も
参
照
し
た

か
と
考
え
ら
れ
る
。

 
（
平
成
三
十
年
三
月
十
六
日
受
理
）

〔
注
〕

（
1
） 　

検
討
対
象
と
し
た
文
献
・
史
料
の
う
ち
、『
水
鏡
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
21
上
所
収
の

専
修
寺
所
蔵
本
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
大
鏡
』
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、『
日
本

霊
異
記
』『
今
昔
物
語
集
』『
古
事
談
』『
増
鏡
』
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、『
続
日
本
紀
』『
先

代
旧
事
本
紀
』『
延
喜
式
』『
釈
日
本
紀
』『
公
卿
補
任
』『
扶
桑
略
記
』『
日
本
紀
略
』『
帝
王

編
年
記
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
、『
愚
管
抄
』『
保
元
物
語
』『
神
皇
正
統
記
』
は
日
本
古

典
文
学
大
系
、『
皇
代
記
』『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』『
皇
年
代
略
記
』
は
群
書
類
従
、『
仁
寿
鏡
』

『
皇
代
略
記
』『
日
本
皇
帝
系
図
』『
興
福
寺
略
年
代
記
』『
東
寺
王
代
記
』『
皇
胤
系
図
』
は

続
群
書
類
従
、『
簾
中
抄
』『
歴
代
皇
紀
』『
一
代
要
記
』『
二
中
歴
』『
神
皇
正
統
録
』『
神
明
鏡
』

『
皇
年
代
私
記
』
は
改
定
史
籍
集
覧
に
拠
っ
た
。

（
2
） 　

沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
編
著
『
常
陸
国
風
土
記
』（
二
〇
〇
七
年
、
山
川
出
版
社
）。

（
3
）　
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
大
成
』
第
二
十
六
巻
所
収
。

（
4
）　
『
続
群
書
類
従
』
第
十
五
輯
上
所
収
。

（
5
） 　

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日
本
書
紀
私
記
・
釈
日
本
紀
・
日
本
逸
史
』
に
拠
る
。
栗
林
史
子

「『
扶
桑
略
記
』
に
お
け
る
女
帝
記
事
に
つ
い
て
│
特
に
推
古
天
皇
条
の
検
討
を
中
心
に
│
」

（『
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要　

別
冊
12
』
二
〇
〇
一
年
三
月
）
に
挙
げ
て
い
る
。

（
6
） 　

北
川
和
秀
「
日
本
書
紀
私
記
」（『
国
史
大
系
書
目
解
題　

下
巻
』
二
〇
〇
一
年
、
吉
川
弘

文
館
）。

（
7
） 　

石
原
道
博
編
訳
『
新
訂
旧
唐
書
倭
国
日
本
伝
・
宋
史
日
本
伝
・
元
史
日
本
伝
│
中
国
正
史

日
本
伝
2
』（
一
九
八
六
年
、
岩
波
文
庫
）「
巻
四
九
一
、
列
伝
二
五
〇
、
外
国
七
」
に
拠
る
。

（
8
）　
『
新
唐
書
第
二
〇
冊
』（
中
華
書
局
）
六
二
〇
七
・
六
二
〇
八
頁
。

（
9
） 　
『
小
右
記
』
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
四
月
五
日
条
、
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
七
月
三
〇

日
条
に
見
え
る
。

（
10
） 　
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
一
九
八
四
年
、
岩
波
書
店
）
に
「
延
久
（
一
〇
六
九
│

一
〇
七
四
）
か
ら
永
保
元
年
（
一
〇
八
一
）
頃
ま
で
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。」（
中
田
剛
直

執
筆
）
と
あ
る
。

（
11
）　

日
本
古
典
文
学
大
系
『
狭
衣
物
語
』
四
二
二
頁
。

（
12
）　

日
本
古
典
文
学
大
系
『
御
伽
草
子
』
二
一
〇
頁
。

（
13
） 　

平
田
俊
春
著
『
私
撰
国
史
の
批
判
的
研
究
』（
一
九
八
二
年
、
国
書
刊
行
会
）
第
二
篇
第

四
章
第
一
節
「
扶
桑
略
記
の
材
料
と
な
っ
た
書
」。

（
14
） 　
（
13
）
の
平
田
著
第
二
篇
第
四
章
第
二
節
「
六
国
史
時
代
の
出
典
の
明
ら
か
で
な
い
記
事
」。

（
15
）　

和
田
英
松
編
『
国
書
逸
文
』（
一
九
四
〇
年
）「
八　

氏
族
」。

（
16
） 　
（
13
）
の
平
田
著
第
二
篇
第
四
章
第
三
節
「
扶
桑
略
記
前
篇
と
帝
王
系
図
と
の
関
係
」。

（
17
）　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
②
』
二
三
七
頁
頭
注
七
（
西
宮
一
民
執
筆
）。

（
18
）　
（
5
）
栗
林
氏
の
論
に
言
及
が
あ
る
。

（
19
）　
『
皇
年
代
私
記
（
皇
年
代
略
記
）』

（
20
）　
（
13
）
の
平
田
著
第
三
篇
第
二
章
第
二
節
「
扶
桑
略
記
飯
豊
天
皇
紀
の
原
拠
」。

（
21
）　

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
政
事
要
略
』
巻
五
十
九
「
交
替
雑
事
」。

（
22
）　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
霊
異
記
』「
解
説
」（
出
雲
路
修
執
筆
）
に
拠
る
。

（
23
）　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集　

三
』「
解
説
」（
池
上
洵
一
執
筆
）
に
拠
る
。

（
24
） 　

小
山
田
和
夫
「
水
鏡
と
扶
桑
略
記
」（『
歴
史
物
語
講
座
第
五
巻　

水
鏡
』
一
九
九
七
年
、

風
間
書
房
）
の
注
49
参
照
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
事
談
・
続
古
事
談
』
五
頁
。

（
25
） 　
（
24
）
の
小
山
田
氏
の
論
。『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊　

中
古
中
世
篇
別
巻
二　

伊
呂

波
字
類
抄
第
二
巻
』（
二
〇
一
二
年
、
汲
古
書
院
）
に
拠
る
。

（
26
） 　
『
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書　

古
今
集
註
』（
一
九
八
四
年
、
臨
川
書
店
）
に
拠
る
。

（
27
） 　

新
訂
増
補
国
史
大
系
12
『
扶
桑
略
記
・
帝
王
編
年
記
』
五
頁
頭
注
。

（
28
）　
（
24
）
の
小
山
田
氏
の
論
。

（
29
）　
『
六
代
勝
事
記
・
五
代
帝
王
物
語
』（
二
〇
〇
〇
年
、
三
弥
井
書
店
）
に
拠
る
。
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The posthumous name of Emperor in “Mizukagami”

KATSUKURA Toshikazu
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